
参考資料１ 

京阪土居駅周辺地区バリアフリー基本構想策定協議会設置要綱 

 （設置） 

第１条 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（平成18年法律第91号）

う。）を設置する。 

（所掌事務） 

 (１)

 (２

 (３) 高齢者、障害者等の移動上及び施設の利用上の利便性及び安全性の向上の促進 

  のために必要な事項についての調査及び審議 

第３条

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し、又は任命する。 

(１) 学識経験を有する者 

 (３)

 (４

(６) 関係行政機関の代表者 

 (８)

３ 

 （

第

２ 

３ 

４ 

代

会議） 

第５条 協議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、会長がその議長となる。 

２ 会議は、委員の過半数の出席がなければ開くことができない。 

３ 委員（第３条第２項第１号に掲げる者を除く。）が、やむを得ず会議に出席できないと

て、その職務を代理する者を出席させることができる。 

委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところに

よる。 

 議長は、議事に関して必要が 認めるときは、会議に関係者の出席を求め、意見

きる。 

 

第 26条第１項に規定する協議会として、京阪土居駅周辺地区バリアフリー基本構想策定

協議会（以下「協議会」とい

 

第２条 協議会は、次に掲げる事務を所掌する。 

 基本構想の作成に関する協議 

) 基本構想の実施に係る連絡調整 

 

 （組織） 

 協議会は、委員25人以内で組織する。 

 

 (２) 身体障害者等の団体の代表者 

 高齢者団体の代表者 

) 地域団体の代表者 

 (５) 関係公共交通機関の代表者 

 

 (７) 市職員 

 その他市長が必要と認める者 

委員は、前条各号に掲げる事務が終了したときに解嘱し、又は解任されるものとする。 

会長及び副会長） 

４条 協議会に、会長及び副会長各１人を置く。 

会長及び副会長は、委員の互選により定める。 

会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 

副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その職務を

理する。  

（

きは、議長の許可を得

４ 会議の議事は、出席

５ あると

又は説明を聴くことがで
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（部会） 

第６条 協議

議に付すべき事案を専門的に検討するとともに、会長から命を受けた事務

３

４ 部会に部会長を置き、会長が指名をする者をもって充てる。 

部会長が招集し、部会長がその議長となる。 

審議の状況及び結果を協議会に報告す

綱に定めるもののほか協議会の運営について必要な事項は、会長が別に定

ら施行する。 

 

 

 

 

 

会に、必要に応じて部会を置くことができる。 

２ 部会は、会

を行う。 

 部会に属する委員は、会長が指名する。 

５ 部会の会議は、

６ 部会長は、部会の会務を掌理し、部会における

る。 

 （庶務） 

第７条 協議会の庶務は、都市計画主管課において処理する。 

 （委任） 

第８条 この要

める。 

 

   附 則 

 この要綱は、平成２１年７月２２日か
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